
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

コマフヒゲナガの生活史

黒子, 浩
九州大学農学部

https://doi.org/10.15017/21548

出版情報：九州大學農學部學藝雜誌. 18 (4), pp.323-334, 1961-07. 九州大學農學部
バージョン：
権利関係：



ゴ マ フ ヒ ゲ ナ ガ の 生 活 史*

黒 子 浩

The life history of Nemophora raddei Rebel 

        (Lepidoptera,  Adelidae) 

            Hiroshi Kuroko

ヒ ゲナ ガ ガ科Adelidaeの 生 態 に 関 し ては 従 来 我 が 国 で は 殆 ん ど知 られ て い な か つ た.

か つ て 寺 西(1914)及 び 名 和(1939)の 述 べ たAdelaoptimaButlerな る も の は 三 橋

(1941)が 指 摘 し て い る よ うに,同 定 の誤 りで,ヒ ゲナ ガ ガ とは 全 く別 のヒロズコガ 科

Tineidaeに 属 す る マ グ ラ マ ルハ ヒ ロズ コ ガHypOphrictiscapnomictaMeyrickで あ つ

た.ま た伊 藤(1941)は 赤 松 ・杉 の根 尤 や樹 皮 下 お よび タ ブの樹 藁下 で幼 虫 を 採 集 した こ

とを述 べ て い るが,種 名 も判 明 して い な い し,Hypophrictisの 幼 虫 を混 同 し て い た可 能 性

も大 きい.筆 者 は1957年 に ゴマ フ ヒゲ ナ ガ の 成虫 の習 性 につ い て観 察結 果 を報 告 し て い

る.

ヨーロッパに 於 て は 夙 に 本科 の幼 虫 に 関 して は観 察 が な さ れ て い て,雌 の 成 虫 は潤 藁樹

や針 葉 樹 の 莫の 中,或 は未 熟 の 種子 や 焚に 産卵 し,そ れ か ら孵化 した幼 虫 は 葉 の葉 肉組 織

を食 し或 は 種子 の 内容 物 を食 べ て 成長,後 に地 上 に落 ち,枯 葉 の小 片 を継 ぎ合 わ せ た り,

枯 奨に砂 粒 を混 ぜ て 糸 で紡 い だcaseを 作 り,幼 虫 は こ のcaseを 運 搬 し なが ら,下 葉や

枯 葉を食 べ る こ とが 知 られ てい る.

筆 者 は彦 山生 物 学研 究所 構 内 に発 生 す る ゴマ フ ヒゲ ナ ガ の生 態 に 興味 を覚 え,主 とし て

1955～57年 の3年 間 に亘 り調 査 した結 果,成 虫 の産 卵 習性 ・幼 虫 の生 態 に関 して も概 略 を

理 解 す る こ とが 出来 た の で,こ こに各 期 の 形態 の記 載 と共 に 報告 し よ うと思 う.な お 記載

に あ た つ て 用 い た 幼 虫 の 刺 毛 の 名 称 はHinton(1946)の 命 名法 に よつ た.

本文 に入 るに先 立 ち,研 究 を行 な うに あ た り終 始 御 懇 篤 な る御 指導 と励 ま し とを賜 わ つ

た故 江 崎悌 三教授 並 び に安 松 京三教授 に対 し厚 く御 礼 申 し上 げ る次 第 で あ る.

1.成 虫 の 習 性

稿 を 進 め るに あ た つ て 成 虫 の 習 成 に つ い て 要約 し よ う.ゴ マ フ ヒゲナ ガは 当 地(福 岡 県,

彦 山 の 標 高670mの 地 点)に 於 ては4月 上 ～ 中旬 か ら中～ 下 旬 に 亘 り約8～11日 間発 生

し,丁度 この 頃 開 花 す るヤ マ ヤ ナ ギSalixSieb・ldianaBlumeの 花 に飛 来 す る.す な わ ち

彼 等 の 活 動 は 晴 だの 日に は 午前8時 過 か ら開 始 され,1時 間 位 の 間 に 大 部分 の個 体 が ヤ マ

ヤ ナ ギ の雌 花 に 飛来 し,雄 は 気 温14--16℃ 以 上 に な る と花 上 で 群 飛 を始 め,雌 は 更 に高

温 に な る と吸 蜜 ・産卵 を 開 始 す る.午 後4時 を過 ぎ る と群 飛 に参 加 す る も の は 少 な くな り,
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盛んに吸蜜し,午 後5時 頃から柳を飛び去をものが出始め,30分 後には殆ど全 く花上から

姿を消す.彼 等は付近の枝上 で夜を明かし,翌 朝太陽が昇るとN柳 に飛来するのである.

彼等は太陽光線および 気温に対 して極めて鋭敏で あ り,気 温の低い曇 ぺや雨の 日には飛

来 ・群飛 ・吸蜜および産卵などの行為は全 く行なわれない.

雌は産卵に際してはヤマヤナギの雌穂に止 まり,腹 端をほぼ直角に曲げ,産 卵管を子房

内に挿入して産卵する(Plate38,fig.30).こ の際生 じた子房の産卵痕は外部か ら認める

ことは困難である.1卵 あた りの産卵所要時間は5～10秒 で,1卵 を産付すると他の子房

に移 り同様の動作を繰 り返す.か くして同 一・花穂に数個所産卵し他の花穂に移動する.

II.卵

以下記述する卵および幼虫の観察は殆んど実験室内で行なわれ,シャーレ の底に吸湿し

た濾紙を敷き,こ の上に花穂をのせて飼育したものである.

産卵後24時 間の卵は長径約0.42mm,短 径0.21mmの 長卵形で,乳 自色,半 透明で

光沢があ り,表 面は薄膜状で外気に触れると萎縮する.卵 は日数が経つにつれ次第に水分

を吸収し膨大し,7日 目のものは長径0.47～0.52mm,短 径0.32～0.37mmと な り,や や

幅広い紡錘形を呈し,中 に僅かに白濁を見 るが,殆 んど透 明で水泡状 となる,

卵は子房壁を通 し,子 房の中央或はそれよりやや先端に近い胚珠の先の空所に産附され

るものが多 く(Plate37,ng.21),一 見子房内の胚珠に紛 らわしいが,後 者は淡緑色で,

表面に浅い縦条があることにより識別出来る.

卵期間は11～13日 問で平均12日 であつた(1956年4月16日 産卵,同 月27～29日孵化)・

本期間の平均気温は別表の如 くである.

Average temperature from 16 th to 29 th April, 1956.

III.幼 虫 の 習 性

卵から孵化 した1令 幼虫は子房内で胚珠および子房壁を食い,子 房内に排糞するので,

この中は黒褐色の糞で充満する(Plate37,fig.22).幼 虫は他の子房に移動することもあ

り,ま た往々子房内に頭部を差し込んだまま眠についているのを見ることもある.幼 虫に

侵入 された子房は内部の幼虫が発育するにつれ,子 房壁の 一部が褐色に変色するものや,

中には全 く枯死するものもある.1令 期間は9～10日 間である.

2令 幼虫は,或 る時は他の子房に喰入 り,或 は花穂軸に喰い入つた りするが,こ の間綿

毛を集めて次第にcaseの 形を整えてい く・すなわち子房内に入つたものは,穿 入孔 より

子房内の綿毛を外部に出し,小 量の糞を付け,絹 糸で これ等を紡ぎ合わせ,孔 の外方に



caseを 発 達 させ る.花 穂 軸 に穿 入 し た も の は,子 房 外 面 及 び花 穂 軸 に 生 え て い る綿 毛 を

糞 と絹 糸 で 処 理 し,caseの 形 を子 房 間 に 発 達 させ る.ま た稀 に は 発 育 不 良 の子 房 内 に 喰

い 入 り,内 部 を 食 し,子 房 外 面 に生 え て い る綿 毛 を そつ く りそ の ま まcaseと して利 用す

る もの もい る.こ のcaseは2令 に 入つ てか ら2～3日 後 に は 完 成 す る(Plate38,丘gs・

31&32).そ の後 曹 くの 問 は子 房 壁 を食 して い るが,caseが 形 成 され て か ら3～4日 後

に 地 上に落 下 す る.恐 ら く野外 で はcaseの 材 料 の 綿 毛 に 風 を受 け て,緩 や か に 地上 に落

下 す る ので あ ろ う と想 像 され る.地上 生 活 に 移 る と幼 虫 は食 性 が転 換 し枯 葉 を食 うよ うに

な る.落 下後 暫 時 枯 葉iを食 し眠 に つ く.2令 時 のcase(Fig.1)は 前 述 の よ うに綿 毛 を材

料 と し て い て,自 色,長 径2.5～3.0mm,短 径1.3～1.5mm程 の楕 円 形 で 中央 部 は や や

縦 れ,扁 平,両 端 に 開 孔 が あ る.6月 上 旬 に は ヤ ナ ギ の下 の落 葉 上 で 容 易に2・3令 の幼

虫 を採 集 す る こ とが 出来 る.

Figs. 1-4. Cases made by the larvae of  Nernophora raddei Rebel, 

   (1) Case of 2nd instar. (2) Case of 3rd instar. (3) Case 
   of 4th instar. (4) Case of 6th instar.

3令 に な る と,幼 虫 は 半 月形 に 切 り取 つ た 通 例2対 の 枯 奨の 小 片 をcaseの 背 腹 面 に つ

け,caseを 成長 させ る.そ して2令 時 の綿 毛 よ りな る部 分 は,そ の先 端 約1/2が 切 り捨

て られ,caseの 大 き さは 長径4～4.5mm,短 径2.0～2.5mmと な る(Fig.2).

4令 のcaseは 長 径6～7mm,短 径3-4.5mmで4対 の枯 聴片 を つ け,一 端 に は2令

時 の綿 毛 を つ け て い る(Fig.3).

6月 下 旬 に は 殆 ん どが5令 に な り,caseは 長 径10～11mm,短 径4～4.5mmで 一端

は他 端 よ り狭 く,そ の先 端 に は時 に未 だ2令 のcase(綿 毛)の 小 片 が残 つ て い る.

8月 上 旬 か ら9月 に か け て幼 虫 は 脱 皮 し,最 終 令 の6令 とな る.終 令幼 虫 のcaseは 長

径11mm,短 径5mm程 で あ る が,中 に は 長 さ13mm位 の もの もあ る.し か し こ の

caseも や が て 余 分 な 部 分 は 切 り捨 て られ,普 通 の長 さに な る.Caseを 構 成 し てい る 葉片

数 も様 々で,背 腹 面 を合 わ せ て6枚 よ り成 る もの もあ れ ば11～12枚 の も の も あ る(Fig.

4).

10月上 ～下 旬 に幼 虫 はシャーレ の上 方 に移 動 し,蓋 に絹 糸 を吐 きcaseの 一 端 を 固着,

他 端 を壁 下 す る.10月 下 旬 か ら11月上 旬 に か け て幼 虫 はcaseの 中 で蛹化,越 冬 し,翌 年

4月上 中 旬に 羽 化 す る ので あ る.蛹 化 したcaseの 内面 に は 白色 絹 糸 が 一面 に 吐 糸 され



て い るが,繭 状 の も のは な く,容 易に 裂 開 され,後 端 に は終 令幼 虫 の脱 皮殼 を保 有 して い

る(Plate38,fig.35).ま たcaseの 中央 部 は 縦 に 隆 起 し て くる ので,外 部 か ら蛹化 した の

を知 る こ とが 出 来 る。 羽 化 は予 め踊 体 の2/3程 をcase外 に脱 出 させ て か ら行 な われ る.

本 種 の幼 虫 は 枯 葉 を好 ん で 食 べ る とい う鱗 翅 類 の幼 虫 と して は 珍 ら しい 習性 を もつ て い

る ので,枯 葉 に対 す る幼 虫 の嗜 好 性 を調 べ て見 よ う と思 い,次 の様iな実 験 を行 な つ た.す な

わ ち 大型シャーレ に 種 々の 枯 葉 を入 れ,中 に40頭 の5令 幼 虫 を入 れ て5日 後 に この枯 葉

を 取 り出 し,柿 葉に 作 られ た 食 痕 お よびcase材 料 と して の切 り痕 を調 べ る とい う試 験 を

2度 行 な い 嗜好 性 の 傾 向 を 見 た の で あ る.そ の結 果,本 種 の幼 虫 は ク リ ・ヤ マヤ ナ ギ の枯

葉 を 最 も好 み,ミ ズナ ラ ・コナ ラは そ の 次 に 好 まれ,ク リの生 藥 も可 な り好 食 され た,こ

の次 に サ ク ラ ・イ ロハカエデ ・エ ノキ ・コマ ユ ミ ・ウ リハダ カエ デ ・ヌル デ ・シ ダ レヤ ナ

ギ ・イ ヌ シ デ の順 で好食 され た.ク ヌ ギはcaseの 材 料 と して 切 り抜 かれ る こ とな く,摂

食 鼠 も ク リよ り遙 か に 少 な い ・ チ ヤ は 切 り抜 かれ るが 殆 ん ど食 われ ず,ア カ メモ チ ・ツ バ

キ ・ウ ラ ジ ロ ガシ ・シキ ミ ・ゴサ ンチ クは 全 く食 わ れ な か つ た.ク リの枯 葉は最 も好 まれ

るの に近 縁 の ク ヌギ ・ウ ラ ジ ロ ガシ の 葉 が好 まれず,ヤ マ ヤ ナ ギ の 葉 が好 まれ るの に シ グ

レヤ ナ ギ が 顧 られ な い とい うこ とは 興 味 あ る事実 で あ ろ う.ま た ヨ ーロ ッパ に於 て も

AdelavirideilaScopoliの 幼 虫 はeuereusの 枯 奨 を食 し,A.eupreltaThunbcrgはSalix

の花 を 好 み,そ の 幼 虫 はSalixの 枯 葉 の 下 に 見 出 さ れ,Nemophoraswammerdamelia

Linn6の 幼 虫 は 若 令 期 に ρuereusの 葉 に潜 る こ とが 知 られ て い るの で,こ の よ うな と こ

ろに 本科 の食 性 と して の通 有性 が あ るの か も知 れ な い が,結 論 は 今後 の研 究 に また な け れ

ば な ら な い.

IV.幼 虫 の 記 載

1令 幼 虫(Plate37,fig.23):体 長0.8～1.3mm,頭 幅0.20mm.頭 部 淡 黒 色,adfront-

alsutureは 濃 色,mandibleは褐色,胴 部 は 円 筒 形 に し て,前 胸 部 が最 も幅 広 く,後

方 は次 第 に細 くな る.色 は 自色 半透 明 で前 胸背 面 に は幅 広 い淡 黒色,楕 円 形 の硬 皮板 が あ

り,中 ・後 胸背 面 に は よ り幅狭 い硬 皮板 を 有 す る.第10腹 節 の肛 上 板 も淡 黒 色.腹 板 の

角 化 は弱 く,た だ前 胸後 域 に狭 い淡 褐 色 硬 皮板 を見 るの み で あ る.各 節 の 気 凹 は 円 形 で,

第8腹 節 の もの は 他 の も の よ り少 し く大 きい.胸 脚 は淡 黒 色.腹 脚 は 第3～6腹 節 に あ

り,隆 起 せ ず,各 節 のcrochetsは 同 大,数 は7～8個 で,第3～5腹 節 で は 横 に2列 に,

第6腹 節 で は1列 に並 ん で い る.

頭 部 は 円 く,終 令 の そ れ と大 差 な い が,frontalsutureを 欠 く.触 角(Fig.5)は 短

く,申 節 は終 令 の もの の様 に 長 くは な い.Labrumは 終 令 の もの に似 るが,前 縁 中央 の 切

れ 込 み は よ り深 く,長 さ の約1/3に 達 す る.Labralsetaeは 終/1}の も の よ り遙 か に短 い

が,epipharyngealsetaeは 比 較 的 大 きい.Mandible(Fig.7)は 略 方 形 で,5つ の歯 状

突 起 を 有す るが,終 令 の もの よ り切 れ 込 み は深 く,setaeは 短 い.Maxillarypalpus及

び1acinia(Fig.6)に あ る感 覚 突 起 は 終 令 の も の よ り比 較 的 大 きい.吐 糸 管 も よ く発 達

し,前 ・下 方 に 突 出 して い る.頭 部 のsetaeは 他 の令 の も の よ り遙 か に 短 く,そ の 数 及 び

排 列 は 終 令の もの と同 様 で あ るが,frontalpuncture(Fa)は 互に よ り離 れ てい る.胸

部 及 び 腹 部 のsetaeも 他 の 令 の もの に 比 し短 小 で,そ の排 列 はFig.8に 示 され る.前 胸



      Figs. 5-8. 1st instar larva of  Nemophora raddei Rebel. 

(5) Inner view of left antenna. (6) Ventral view of left maxilla. 
(7) Ventral view of left mandible. (8) Chaetotaxy of pro-, mesothorax, 
2nd and 3rd abdominal segments respectively.

部 のlateralsetae(L1&L2)は 背 面硬 皮 板 の外 に あ り,L3を 欠 く.中 ・後 胸 の背 面 硬

皮板 はsetaD1に 達 せ ず,L2及 びL3を 欠 く.腹 部 に 於 てはsetaeSD2,L3及 びSV3を

欠 き,ま た第1及 び 第7・8腹 節 のSVgroupはSV2を 欠 き1本 で あ る.Microscopic

setaeの 中MXDは 辛 うじて そ の 存 在 を認 め る こ とが 出 来 るが,そ れ 以 外 の も のは 油 浸

装 置 の下 で も見 出 す こ とが 出来 な か つ た.

2令 幼 虫(Plate37,fig.24):体 長1.4～2.1mm,頭 巾0.23～0.25mm.頭 部 は 光 沢

あ る黒 色 で,単 眼 内前 域 は暗 褐 色,そ の後 方 に 黒 色 斑 を有 す る.胴 部 は 汚 白色,胸 脚 淡 黒

色.生 活 方 式 が1令 幼 虫 と 異な りcasebearerと な るの で体 の概 形 も1令 とは 異 な り,腹

部 が 巾広 くな り,体 表 に 多 くの顕 微 鏡 的 な 涜 状 隆 起 を生 じ,腹 部 第7～8節間の 背 面 に1

隆 起 を生 じ(Plate37,fig.25),腹 脚 は や や 隆 起 しcrochetsは 数 を 増 す.こ れ らの特 徴

はcaseを 保持 して 生 活 す るの に役 立つ もので あ ろ う.叉Fig.24に 示 され る よ うに背 面

に黒 色 硬 皮 板 が 発 達 し,腹 面 に も胸 部 各 節 及 び 第1・2腹 節 に硬 皮 板 を生 ず る.し か し硬 皮

板 の発 達 は 終 令 の も の よ り悪 く,中 胸 部 の1ateralsetae(L1・L2&L3)の 共 有 す る硬

皮 板 は 背 面 の硬 皮 板 か ら離 れ て い る.こ れ 等 両硬 皮 板 は4令 に 於 て 初 め て融 合 す る もの で



Fig. 9. Ventral side of pro-
 thoracic leg of 2nd instar 

 larva of Nemophora raddei 
  Rebel.

あ る.胸 脚 の角 化 も進 み,coxa域 は広 く角 化 し,あ た か も

腹 板 の よ うな観 を 呈 し て 胸脚 基 部 を 占 め,こ れ か ら前 方 に

向 つ て脚 は 伸 び て い る(Fig.9).腹 脚Lのcrochetsは

前後2本 のuniordinal,transversemultiserialbands

とな るが,第6腹 節 の は1本 で あ る.Crochetsの 排 列

は,第3～5腹 節 に於 て は,各 節 の前 方 の帯 は3列,後 方

の もの は2列 か らな り,各 列 のcrochetsの 数 は9～10個

で あ る.第6腹節 で は4列 で,各 列約13個 のcrochetsが

横 に並 ん で い る.尾 脚 は退 化.胸 部 及 び 腹 部 のsetaeも1

令 幼 虫 の も の よ り長 く,数 も終 令 の も の と同 様 全 部 揃 い,

全 て のmicroscopicsetaeも 明 らか に認 め られ る様iにな る.

3令 ～5令 幼 虫;3令 幼 虫 は 体 長2.2～3.5mm,頭 幅0.35～0.40mm・2令 幼 虫 と大 差

な い が,単 眼III～VIで 囲 まれ た 部 分 は 黒 く着 色 され,腹 部 背 面 に は 第8・9腹 節 を除 く

各 節 に 小 さい な が ら も硬 皮板 を認 め る様 に な る.4令 幼 虫 は体 長4,0～4.5mm,頭 幅0.45

乃 至0.50mm.腹 部 各 節 背面 に は終 令 と同数 の硬 皮 板 を生 じ,第8～10腹 節 腹 面 に も小硬

皮板 を認 め る.中 胸 部 のlateralsetaeの 共 有 す る硬 皮 板 は 背 面 硬 皮 板 と融 合 す る・5令

幼 虫 は 体 長5.0～7.Ornm,頭rl」0.68-0.70mm・Frontalsutureは 明 瞭iとな り,第6腹

節 腹 脚 のcrochetsは 両 側 の 帯 が 腹 線上 で殆 ん ど合 一す る.

6令 幼 虫(Plate37,tigs.26&27):体 長6.0～10・Omm,頭 幅0・87～0・90mm・ 頭 部

は光 沢 あ る黒 褐 色 で,単 眼 内域 は黒 色,そ の後 方 に縦 の黒 斑 が あ る・ 胴 部 は 乳 自色 で 硬 皮

板 の色 は前 令 の幼 虫 の もの に比 べ て淡 色 とな る ・前 ・中胸 節 の背 面硬 皮 板 は暗 褐 色 で,背

面 正 中線 で2分 され,後 胸 節 の も のは極 め て淡 色 とな り,側 縁 お よび後 縁 部 の み淡 暗褐色.

腹 部 の硬 皮 板 は 殆 ん ど無 色.肛 上 板 は 淡 暗褐色 で あ る.気 門 のperitremeは 黒褐 色.表

皮 上 に は 微 小 な 疵 状 隆 起 を有 す る.

頭 部 は 円 く,や や 扁平.Fronto-clypealapotomelよ 三 角 形 で,長 さは 幅 よ り僅 か に長

い.Fronto-clypealsutureは僅か に認 め られ,antcclypeusとpostclypeusと の境 界

は 明 瞭.Adfrontalsは 殆 ん どverticaltriangleに 達 す る・ 単 眼III～Vは ほ ぼ垂 直 に

並 ん で い る.触 角(Fig.13)は 中節 最 も長 く,そ の先 端 に は 長 短 各1本 の感 覚 毛,1本 の

短 い 毛 状 突 起 お よび 大 小2個 の螺 旋 状 模 様 の 円 錘 状 感 覚突 起 を 有 す る.末 端 節 に は1個 の

大 きな 円 錘 感 覚 突 起 と,極 め て小 さい もの1個,更 に 有 柄 感 覚 突 起 と短 か い毛 状 突 起 を

各1本 つ つ 有す る.Labrum(Fig。11)は 円 く前 縁 中央 部 は浅 く凹み,mediansetaM2

はM1よ りか な り離 れ,M3はM1とM2の間 で 前縁 に近 く位 置 す る.Mandible(Fig.

12)は 三 角 形 に近 い 形 とな り各 歯 状 突 起 の 切れ 込 み は1令 幼 虫 の も の よ り弱 く,第1歯 は

第2歯 の腹 側 に位 す る.Lacinia末 端 にはFig.15に 見 られ る よ うに2佃 の 有節 感 覚突 起

と,3本 の大 きな 幅 広 い 感 覚 突 起 お よび1本 の短 い毛 状 感 覚突 起 を 有す る.吐 糸 管 は よ く発

達 して い る.

胸 脚(Fig,14)は よ く発 達 し,前 胸脚 は 両 側 の もの が極 め て接 近 して い る が,中 胸 脚 ・

後 胸 脚 と後 方 の もの程 離 れ る.気 門 は 長楕 円形 でや や 傾 き,第8腹 節 の も のは他 の 腹飾 の



            Figs.  10-15. Mature larva of Nemophora raddei Rebel. 

(10) Chaetotaxy of head. (11) Labrum, the left in dorsal view and the right 
in ventral view. (12) Ventral view of right mandible. (13) Dorsal view of left 
antenna. (14) Dorsal view of prothoracic leg, coxa removed. (15) Ventral view 
of labium and right maxilla. fs: frontal suture, tr: trochanter.

もの よ り約1/3長 径 に 於 て長 い.腹 脚 は僅 か に 隆起 し,crochetsの 排 列 は2令 時 の も の

と同様 で あ るが,更 に数 を増 し,第3～5腹 節 に於 て は,各 節 の前 方 の帯 は ほ ぼ7列 で,

各 列24～26個 のcrochetsを 算 え,Fig.28に 図 示 され てい る よ うに 前 方 のcrochets程

小 さい.後 方 の 帯 は6列 で後 方 の もの程 小 さ くなつ てい る.第6腹 節 のcrochetsは や や

形 が 大 き く7列,各 列 は34～38個 で,前 方 の もの程 小 さ く,両 側 の帯 は 殆 ん ど合一 し,

腹 面 を横 切 る 一本 の 帯 の様 に なつ て い る.ま たcrochctsの 鉤 の方 向 は各 節 の 前 方 の 帯 の

もの は 前方 を,後 方 の帯 の もの は後 方 を 向 き,第6腹 節 で は 全 部前 方 を 向 い て い る.こ の

こ とはcaseの 運搬 及 びcase内 で の運 動 に とつ て大 い に意 義 の あ る こ とで あ ろ う.

頭 部 のchaetotaxyはFig.10に 示 し てあ るが,そ の特 異な 点 と して は,2本 のclypeal

setaeの 中C1の 方 がC2よ り長 い.Adfrontalsに はAF2を もた な い.ま たsetaP2が

極 め て 短 か い.こ れ は頭 部 はP2の 線 まで 前胸 節 の 中に 引 込 め られ る こ とを意 味 す る もの



で あ ろ う.PuncturePaはP2の 前方 で か な り腹 方 寄 りに あ り,puncturePbはP2の

後 ・背 方V1,の 前 ・背 方 に位 置 す る・SetaA3は 極 め て長 く,A2よ り前 ・腹方,単 眼II

の 後 ・背 方 に 位 置 して い る・SetaO1は 単 眼 内域 に は な く,単 眼IIとIIIの 間 の背 方 に

あ る.SetaO3及 びpunctureSOaを 欠 く.

胸 部 及 び 腹 部 のchaetotaxyはFig.16に 示 され て い る.前 胸 背 面 の 硬 皮 板 は 大 き く,

lateralsetae(Li,L2&L3)を 含 ん で い て,そ の 前縁 の背 面正中 線近 くにSetaD1を

有 し,XD1は 遙 か に腹 方,XD2の 背 ・後 方 に 位 す る.D1の 後 方 に2つ,XD、 とXD2の

間 に1つ のpuncturesを 有 す る・Lateralsetaeは ほ ぼ 気 門 と同 水準 に あ つ てL3は 気 門

の直 前.SetaeSV1とSV2は 同 一・・硬 皮 板 上 に あ つ て ほ ぼ 水 平.SetaViは 前 胸 脚tro-

chanterの 後 方,腹 面 正 中線 に 近 く存 す る.Microscopicsetaeは 全 て存 す る.中 ・後 胸

部 で はD1はD2の 背 方 に 位 して短 か い.中 胸 部 背 面 の硬 皮板 は1ateralsetaeの 共 通 の

硬 皮 板 と融 合 す るが,後 胸 部 で は 離 れ てい る.SVgrouPは1本 で縦 に長 い 硬 皮 板 の 前端

近 くに あ る。MicroscopicsetaeMSD1とMSI)2は 共 通 の硬 皮板 を 有 して い る.腹 部背

面 に は 第9・10腹 節 を 除 い て,前 後 に2個 の硬 皮板 が あ り,D・ は第1～3腹 節 で は 前 域

の硬 皮 板 上 に あ るが,第4腹 節 以後(第9腹 節 を除 く)で は硬 皮板 の外 に 位 す る,ま たD2

は 第1・2腹 節 に 於 て後域 の 硬 皮 板 上 に あ るが,第3腹 飾 以 後 は硬 皮 板 よ り側 方 に位 す る,

SetaSD2は 微 小 で 第1～7腹 節 で は 気 門 の前 ・背 方 に あ るが,第8腹 節 で は 気 門 の直 前

に あ り,第9腹 節 で は これ を 欠 く.第1腹 節 のSDIはL1及 びL2と 共 通 の硬 皮 板 の上

に あ り,そ の後 方 に 小 さな無 毛 の硬 皮 板 が あ るが,第2腹 節 で は各setaeは 別 の硬 皮 板 に

分 かれ,Li及 びL2の 硬 皮 板 は 相 接 し,そ の 後 方 に は 無 毛 の 硬 皮 板 を もた な い.第1・2

腹 節 のL,の 後 ・腹 方 に は 方 形 に 近 い 無 毛 の 硬 皮 板 が あ り,SVsetae及 びV1は 腹 面 硬

皮板 上 に存 す る.SVsetaeは 第1及 び 第7・8腹 節 で はSV2を 欠 き『2木,第2～6腹 節

で は3本 で あ る.MD1は 第1～7腹 節 で は 各節 の 前縁 近 くに 存 す るが,第8・9腹 節 で は

よ り後 方 に移 動 し,D1に 接 近 す る.

Fig. 16. Chaetotaxy of pro-, mesothorax, 2nd, 3rd,  6th-10th abdominal 
     segments, mature larva of Nemophora raddei Rebel.

V.蛹 の 記 載

(Figs.17～20)

体長 は ♂♀ と も6.7～7.0mm.♂ で は頭 部 に 於 て触 角 基 部 が 側 方 に 張 り出 して い るの で,



            Figs. 17-20 . Pupa of Nemophora raddei Rebel. 

(17) Ventral view of male. (18) Lateral view of male. (19) Lateral view 
of posterior tip of male. (20) Lateral view of posterior tip of female.

頭 幅 は ♀ よ り広 い.♂ の頭 巾 は約1.38mm,♀ は1.26mm.腹 部 の最 大 幅 は1.5～1.7mm.

厚 さは 第3～4腹 節 に 於 て最 大 で1.5～1.6mm.色 は 淡 黄 褐 色 で 翅 ・eyepiece・ 触 角 ・

脚 ・腹 部 は や や 濃色.

♂の頭 部 先 端 は前 面 か ら見 る と直 線 状 或 は 中央 部 僅 か に 凹 む が,♀ で は緩 く突 出 して い

る.こ の部 分 に1対 の 長 いsetae一 恐 ら く幼 虫 頭 部 のP1一 を有 し てい る,Eye-pieceは ♂

の方 が ♀の よ り約1/3大 きい.Epicranialsutureは 認 め られず,fronto・clypealsuture

は認 め られ るが,clypeo-labralsutureは 認 め られ ない か,辛 うじ て認 め られ る.機 能 の

な いmandiblesは1abrumの 側後 方 に接 して 少 し く隆起 して い る.Clypeusに は長 短

2対 のsetae(C1&C2)を 有 し,frontに は1対 の短 いfrontalsetae(F1)を 有 し て

い る.Maxillaeは ♂で は 前 胸 脚先 端 と中 胸脚 先 端 間 の1/3に 達 す る(♀ で は1/5).

Maxillarypalpiはmaxillaeに 達 しほ ぼ三 角 形.Labialpalpiは 小 さ く,基 部 のみ 現

わ れ るが,稀 にmaxillaeの 長 さ の1/3位 現 われ て い る こ とも あ る.触 角 は ♂で は 極 め

て長 く(約15mm),腹 端 に達 した触 角 は背 方 に 伸 び,2本 が 揃 つ て 腹 端 を2乃 至2回 転

半 して い るが,9で は約6.5mmで 腹 端 に達 す る のみ ・ 前 胸 部 は短 く,そ の前 縁 と後 縁 は



略 平行 して い て,背 面 正 中線 に 縦 の 隆 起 を 有 す る.前 胸 脚 のtibiaeの 内方 に はcoxae

及 びfemoraの 一 部 が認 め られ る.翅 は ♂ ♀ とも第6腹 節 中央 部 に 達 し,後 翅 は 背 縁 部 が

僅 か に 現 わ れ るの み.中 胸脚 は翅 の先 端 を越 え,♂ で は 第7腹 節 後 縁 に,♀ で は 第6腹 節

後 縁 に 達 す る.後 胸 脚 は ♂で は9腹 節 に,♀ で は第7腹 節 後 縁 に達 す る.こ れ 等 付 属 肢 は

皆 固 着 され て い な い.前 胸 気 門 は不 明瞭.腹 部 は背 方 に隆 起 し,第3～7腹 節 背 面 に は 横

の 刺 列 を 有 す る(Figs.18&20).こ の 刺 は褐 色 で後 方 を 向 き,第5腹 節 で35～38個 を数

え る(♂ ♀と も).♀ の第8腹 節 背 面ilこは1対 の刺 状 小 突 起 を有 す るが,♂ に は な い.♂ の

第9腹 節 腹 面,生 殖 門 の前 側 方 は瘤 状 に隆 起 し て い る.腹 端 に は3♀ とも斜 背 方 に 伸 び る

2隆 起 を 有 す るが,♂ の方 が ♀の方 よ り長 い,気 門 は 楕 円 形 で 僅 か に 突 出 し てい るが,第

1・2腹 節 の も のは 後 翅 で 全 く隠 され る.腹 脚 の痕 跡 は な い.

胸 部 及 び 腹部 のchaetotaxyを 幼 虫 のそ れ と対 比 して 見 る と,setaeの 数 は著 し く減 少

して い て,前 胸 部 に はsetaeを 有 せ ず,中 ・後 胸 部 背 面 に2対 のsetaeを 有す る.こ れ

等 は 恐 ら くD1とSD,で あ ろ う.腹 部 に 於 ては,第10腹 節 に は 何 等 のsetaeも もた な

い.D1は 第1～7腹 節 上 に あ り,SD1は 第2～7腹 節 に,Liは 第3～6腹 節 に,L2は 第

5～7腹 節 に,L,は 第5～8腹 節 上 に 見 られ る.SVsetaeは 第5・7腹 節 に2本,第6

腹節 に3木,第8～9腹 節 に1本 を有 す る.
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                               Summary 

   The adults of Nemophora raddei Rebel appear from the beginning to the 
middle of April on the campus of  Hikosan Biological Laboratory (670 m. in 
altitude), and visit the pistillate flowers of Salix Sieboldiana Blume in the sunny 
daytime. The female deposits her eggs in the ovaries of the same plant. 
Newly hatched larva devours the ovule and the inner wall of the ovary. After 
the first moult, the larva constructs a small, flat, oval case with the downs of 
inside or outside of the ovary by spinning its silk and decends to the ground. 
The larva prefers to feed dead leaves of Castanea crenata Sieb. et Zucc. and Salix 
Sieboldiana Blume on the ground, and enlarges the case by joining lunate pierces 
which are cut from the dead leaf. The larva grows to the 6th instar (the last 
instar) from the beginning of August to September, and the end of the case 
is fastened to a suitable place by the silk from the beginning to the end of 
October. The mature larva pupates from the end of October to the beginning 
of November, and passes over the winter in this state, and the adult makes 
appearance in the following spring. 

   The egg is shown in Fig. 21, the larva in Figs. 5-16 and 22-27. the case in 
Figs. 1-4 and 31-34, and the pupa in Figs. 17-20 and 35 respectively. 

                    Key to the instars of the larva 
1. Abdomen with one or two tergal plates on each segment ; common pinna-

     culum of L group of mesothorax fused with tergal plate.....................2 
- Tergal plates absent on all or some abdominal segments ; common pinna-

     culum of L group of mesothorax separated from tergal plate...............4 
2. Frontal suture distinct ..............................................................................3 
- Frontal suture indistinct ; head width, 0.45-0.50 mm......................4th instar 

3. Tergal plates of thorax deep colored ; head width, 0.68-0.70 mm•••5th instar 
- Tergal plates of thorax light colored ; head width, 0.87-0.90 mm-.6th instar 

4. Tergal plates present only on thorax ; crochets of prolegs of 3rd-5th abdo-
     minal segments arranged in two transverse uniserial bands ; L group of 

     prothorax bisetose, and the same group of meso- and metathorax unisetose ; 
  head width, 0.2 mm..................................................................1st instar 

- Tergal plates present on some abdominal segments; crochets of prolegs of 

3rd-5th abdominal segments arranged in two transverse multiserial bands ; 
  L group of thorax trisetose..................................................................5 

5. Tergal plates present on first five abdominal segments ; head width, 0.23-
 0.25 mm....................................................................................2nd instar 

- Tergal plates present on first seven abdominal segments ; head width, 0.35-

 0.40 mm....................................................................................3rd instar



                 Explanation of Plates 

                    Plate 37 

           Egg and larva of Nemophora raddei Rebel. 

Fig. 21. Egg deposited in the ovary of Salix. 

Fig. 22. 1st instar larva feeding in the ovary of Salix. 

Fig. 23. Dorsal view of 1st instar larva. 

Fig. 24. Dorsal view of 2nd instar larva. 

Fig. 25. Latral view of 6th-9th abdominal segments of 2nd 

      instar larva, showing the dorsal  tubercle. 

Fig. 26. Dorsal view of last instar larva. 

Fig. 27. Ventral view of last instar larva. 

Fig. 28. Chrochets on ventral proleg of 5th abdominal segments. 

Fig. 29. Microscopic protuberances on dorsum of 5th abdominal 
       segment.

                     Plate 38 

    Adult, larva, case and pupa of Nemophora raddei Rebel. 

Fig. 30. Female adult laying the egg in the ovary of Salix. 

Fig. 31. Cases of 2nd instar larvae on ament of Salix. 

Fig. 32. Cases of 2nd instar larvae greatly magnified. 

Fig. 33. Second instar larva and its case on a dead leaf. 

Fig. 34. Cases of various instar larvae on the dead leaves. 

Fig. 35. Pupae in the cases, female (upper) and male (lower).
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